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学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
 





















レタスの訪花昆虫を野外と閉鎖条件において調査した結果、4年間の野外調査で 3目 11 種の訪花昆
虫が観察された。大部分の種はコハナバチ類（ハチ目；コハナバチ科）であった。コハナバチの一種
ケナガチビコハナバチ Lasioglossum villosulum trichopse の訪花頻度は他の訪花者より明らかに高
 い 65.5%であった。ミツバチ類はレタスの花では観察されなかった。5年間の閉鎖系での調査では、飼
育した17種のハナバチ類と1種のハナアブのうち10種のハナバチ類でレタスへの訪花が観察された。
最も高い訪花頻度はケナガチビコハナバチの 59.4％で、次いでキバナヒメハナバチ Andrena knuthi
（19.2%）、マメコバチ Osmia cornifrons（8.6%）となった。大部分の訪花者は 1～3 日限りの採餌者
であった。訪花者の多くは、一時的花蜜採餌者と連続的花粉（&花蜜）収集者に分けられた。連続的花
蜜採餌はケナガチビコハナバチとキバナヒメハナバチ、オガサワラチビツヤハナバチ Ceratina 






















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 











  上述のような受粉プロセスの特性に加えて、レタスの開花習性を勘案したところ、レタスの F1採種
用送粉昆虫の具備条件として、以下の 5項目が必要であると判断された。1）レタスの長い開花期間（約





 送粉昆虫として具備すべき 5 項目に注目して、訪花昆虫の観察を行った。その結果、4 年間の開放
条件下での調査で 3目 11 種の訪花昆虫が観察された。大部分の種は、コハナバチ類（ハチ目コハナバ
チ科）であった。コハナバチの一種ケナガチビコハナバチ Lasioglossum villosulum trichopse の訪
花頻度は、他の訪花者より明らかに高かった（65.5%）。ミツバチ類の訪花は、観察されなかった。一
方、5年聞の閉鎖条件下での調査では、放飼した 17 種のハナバチ類と 1種のハナアブのうち、10 種の
ハナバチ類がレタスを訪花した。最も高い頻度で訪花したのはケナガチビコハナバチ（59.4%）で、次










測された。実際に、送粉効果についてみると、セイヨウミツバチ Apis mellifera（体長 11.5mm）は、
閉鎖条件下でのクリスプヘッド・タイプの F1採種においてまったく効果がなかった。亜熱帯産のオガ
サワラチビツヤハナバチ（体長 5.68mm）は、温室内の高温条件下で送粉効果を示した。一方、ケナガ
チビコハナバチ（体長 6.05mm）は、開放系と閉鎖系の両条件下で高い送粉効果を示した。これら 2 種
での試験結果は、送粉昆虫を使ったレタスの F1採種における最初の成功例となった。 
 本研究により、F1採種用に有望な送粉昆虫がはじめて示された。また、昆虫側からの追究とともに、
自家受粉の仕組みや、開花期、開花時間帯、花のサイズと花弁色、悪天候時の開花性などの、レタス
の開花習性側からの追究の重要性が指摘された。 
 以上のように、本研究は従来にない全く新しい視点から研究領域を拓き、重要な情報を提供してい
る。関連分野の発展にも大いに寄与すると思われる。学位論文として充分な独創性と優れた内容があ
るものと判定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
